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１．研究計画の概要 
本研究は、大衆的な視覚表象（イメージ）

を文化遺産の観点から美学・美術史学的に考
察することを目的とする。具体的には、まず、
日本において「大衆」がはじめて成立した大
正期に流通していた紙媒体の視覚文化に注
目し、可能な限り詳細かつ広範囲な資料調査
に基づいて、その全体像（注文・生産・流通・
消費過程を含む）を明らかにすることを目指
す。そのうえで、当該期の視覚文化を構成す
る大衆的イメージが「文化遺産」として継承
されるとするなら、いったいどのような範囲
のモノが、どのような形態で、いかなる理由
によって、何を記念するものとして選ばれる
べきかについて考察することを課題とする。 
 そのために、研究代表者・研究分担者・連
携研究者、ならびに研究協力者は、それぞれ
の研究分担に応じて、個別的に、美学・美術
史学的な問題を提起し、解決することを試み
るとともに、次の 2 つの種類の共同プロジェ
クトを行うものとする。 
(1)第 1 に、国内の研究者が個別的な研究成果
を、主として「大正イマジュリィ学会」のシ
ンポジウムにおいて、相互に確認し、総合化
すること。 
(2)第 2 に、国内と海外の研究者が、「文化遺
産としての大衆的イメージ」公開講演会を国
際シンポジウムとして開催し、日本の内と外
から、大衆的イメージの文化遺産としての価
値を議論することである。 
 
２．研究の進捗状況 
 研究代表者・研究分担者・連携研究者、な
らびに研究協力者は、それぞれの研究分担領
域（美学／美術史学）に応じて、個別的に、
下記の業績に代表される研究成果をあげる

とともに、次の 2 つのことを行った。 
(1)3 つの国内シンポジウムを、「大正イマジ
ュリィ学会」全国大会の一環として、開催し
た。すなわち「〈イマジュリィ〉道楽――収
集・交換・生産をめぐって」（平成 20 年度）、
「大正の〈小美術品店〉」（平成 21 年度）、「大
正イマジュリィ辞典について」（平成 22年度）
である。 
(2)3 つの国際シンポジウムを、「文化遺産と
しての大衆的イメージ」公開講演会として、
開催した。すなわち「視覚文化としての〈文
化住宅〉」（平成 20 年度）、「コレクションの
欲望――松浦武四郎とフレデリック・スター
ル」（平成 21 年度）、「表象・流通・蒐集――
近代日本の視覚／物質文化を再考する」（平
成 22 年度）である。 
 
３．現在までの達成度 
 ①当初の計画以上に進展している。 
（理由）当初予定した美学／美術史学の領域
における個別研究と、2 つの総合研究（国内
シンポジウムと国際シンポジウム）を、予定
通り行って有意義な成果をあげることがで
きたばかりか、『大正イマジュリィ辞典』編
纂の方向へ進みつつあるから。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 これまでの 3 年間にわたる個別的・総合的
な研究業績を、広く社会に還元するために
「研究報告書」を紙ベースで出版する。また、
大正イマジュリィ学会を中心に、研究を拡
張・深化させて、『大正イマジュリィ辞典』
を編纂して、さらに広く、研究成果を開かれ
たものにする。 
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